
表紙（様式１）
建設業と地域の元気回復助成事業　提案書

平成２１年　月　日

国土交通省総合政策局建設市場整備課

「建設業と地域の元気回復助成事業」担当者　殿

協議会名

事業管理者名

代表者名　　印

建設業と地域の元気回復助成事業について、以下のとおり提案します。

応募事業名

協議会名：

構成員名・代表者名・印

構成員名・代表者名・印

構成員名・代表者名・印

構成員名・代表者名・印

　　（構成員数に応じて行を追加してください）
【問い合わせ先】

事業管理者団体名：

役職名：

氏　名：

住所：〒

　　　

　　　ＴＥＬ：　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：　　

　　　E-mail：

（様式２）
フェースシート

	■応募者名

（協議会名及び事業管理者名）

	■応募事業名
「〇〇〇に関する事業」

（※内容を端的に表す題名としてください。）

	１．対象地域　　 □ 一の都道府県内の地域 □ 広域地域 （該当するものにレ点）
（本事業の対象地域について記載して下さい。）例）○○県△△郡

	２．事業の段階　　□ 事業計画策定 □ 事業の試行的実施 （該当するものにレ点）

（※事業の計画策定のみの場合は、「事業計画策定」のみにレ点をつけてください→募集要領4.2を参照のこと）

	３．応募事業の概要
（事業の概要を100字以内で簡潔にわかりやすく記載してください。）

例）○○地域の建設産業の活性化を図るため、森林組合、市と連携して、路網整備事業、現地研修、間伐材等を活用した新建材や新製品の開発を検討する。



	４．応募事業に要する経費の額・助成金の額
事業に係る経費の総額 ○○○千円 助成金の額 ○○○千円
（事業に係る経費の額については事業費全体、助成金の額については事業費のうち
助成対象となる経費の合計額をそれぞれ記入してください。）

	５．協議会の概要（協議会の構成員）

（協議会の設立年月、構成員名、構成員の代表者名、それぞれの主たる事業、担当者名、連絡先等について記載してください。）

構成団体名

代表者名

主な事業

担当者名

Tel/fax/e-mail



	６．事業管理者の概要
（事業管理者団体名、代表者名、建設産業団体の場合は法人格の種別、会員数、活動の目的、事務連絡先について簡潔に記載してください。）
例）

団体名

(社)○×建設業協会

代表者名

□□ □□

法人格の種別

　社団法人

会員数

○○社　

活動目的

　

担当者名

住所：〒○○○－○○○○

 ○○県○○市○○町123－4 
(社)□□□□建設業協会□ 担当 □□

電話番号、ＦＡＸ番号、E-mail

TEL：△△△△－△△－△△△△ FAX：◇◇◇◇－◇◇－◇◇◇◇
e-mail：○○○○＠○○○.○○.○○




（様式３）
事業の内容
	応募者名（協議会/事業管理者名）
	

	応募事業名
	〇〇〇に関する事業

	１．背景や必要性
（応募事業の目的、必要性について、その地域の課題等との関連を明らかにして、具体的に記載してください。）
例）

○○地域の70％は山間部で、林業及び建設産業を中心として発展してきた地域である。

しかし、最近の建設投資の減少や経済状況の影響等から、地域の主要産業である建設産業、林業はともに厳しい環境に置かれている状況にある。

また、建設産業、林業ともに、就業者の高齢化が進んでおり、産業の後継者不足も深刻な問題となっている。

林業については、森林吸収源対策として、従来の水準以上の間伐を行うための路網整備が必要となる一方、建設産業については、受注件数が減少している事等から保有機械の稼働率は低下し、機械の保有、オペレーターや作業員の雇用の維持が難しい状況となっている。

このような課題の解決を図るためには、人材、資材等のノウハウを有する建設産業と、森林整備のノウハウを有する森林組合との連携が不可欠であり、新たな建設資材の開発をはじめとした地域材の活用も踏まえながら、地域産業復興のための方策を検討する必要が生じている。


	２．応募事業の内容とその特徴
（応募事業の内容について具体的に記載するとともに、応募者のこれまでの取組内容や、
同分野・他分野における取組内容との関係性等を踏まえて、その特徴も具体的に記載し
てください。）
例）

①地域で連携して実施する路網整備事業と路網整備を行うための現地研修等の実施の検討、②間伐材等を活用した新建材や新製品の開発検討等を○○地域森林組合、○○市と連携して実施していく。

本事業実施については、課題解決の検討に留まらず、助成事業終了後に事業実施が容易となるように、事業の試行を行いながら、問題解決を図っていく。



	３．事業の実施体制

（協議会事業管理者、構成員や外部連携先の役割を具体的に記載して下さい。）



	４．実施スケジュール

事業実施期間のスケジュール及びそれ以降の事業目論見（事業を実施する者等）について具体的に記載してください（複数年にわたって事業を実施する場合は、各年度の事業実施計画を記載して下さい。）。

　実施開始予定　平成　　年　　月　～　事業終了予定　平成　　年　　月

	５．期待される具体的な成果（地域や建設業界等への波及効果）
（事業実施によって期待される成果について、「本助成事業の実施により、どのように、どの程度、建設業の活力の再生、雇用の維持・拡大、地域の活性化に寄与するのか」との観点から、できる限り具体的な数字も盛り込みながら記載してください。


	６．他の補助金等の有無
（本事業以外に、本件に関連して、現在、国・地方公共団体等から受け入れている補助金等若しくは申請している補助金等について、制度名、金額、実施している事業内容を記載してください。その際、本事業との仕分け等があれば併せて記載してください。）
平成○○年度 ××事業（□□県事業） ××千円



※ 本様式の枚数は、１.～６.の合計で２、３枚程度とします。いずれも、括弧内の注意書きに従うとともに、簡潔に、わかりやすく記載してください。（必要以上に事業者の理念・考え等ばかりを記載しないこと）
（様式４）
事業に係る経費の内訳
（単位：千円）
	経費区分
	助成金交付申請額
	積算根拠

	①謝金・賃金
	　　　　
	

	②旅費
	
	

	③機械装置・工具導入費
	
	

	④委託費
	
	

	⑤販売促進費
	
	

	⑥その他試行的実施費
	
	

	⑦借料（レンタル、リース費）
	
	

	⑧助成対象事業に直接必要な諸経費
	
	

	合　　計
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